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　琴平町は金比羅宮や日本最古の歌舞伎小屋｢金丸座（正式名
称・旧金比羅大芝居）｣などを有する観光のまち（※年間観光
客は約300万人）。平成26年４月時点の人口は9,756人、世帯数
は4,260世帯、高齢化率は約35.9％です。
　平成22年度から国庫補助事業｢安心生活創造事業｣に取組み、
一人暮らし後期高齢者を年間約1,200件訪問。その後、小地域
ごとに地域懇談会（自治会長、福祉委員、民生委員等）で地域
の課題を把握し、要援護者の見守り・声かけを実施。それによ
り｢地域生活総合支援サービス｣をスタートさせ、ニーズ対応型
社協として福祉・生活課題の解決に取組んでいます。
　事務局体制は▽庶務・相談・権利擁護グループ４名▽地域福
祉グループ５名（地域包括支援センター出向１名）▽在宅福祉
グループ５名（食事サービス２名）▽訪問介護グループ13名
（登録ヘルパー10名）。

香川県琴平町と琴平町社協の概要

　

岩
手
県
社
協
市
町
村
社
協
部
会
の｢

地
域

福
祉
活
動
先
進
地
視
察
研
修｣
（
研
修
先
は
香

川
県
琴
平
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
８
月
21
日

～
23
日
）
に
は
、
県
内
の
市
町
村
社
協
会
長

ら
15
人
が
参
加
。
琴
平
町
社
協
（
小
野
正
人

会
長
、
琴
平
町
町
長
）
の｢

地
域
生
活
総
合

支
援
サ
ー
ビ
ス｣

の
取
組
み
や
、
香
川
県
社

協
と
香
川
県
内
の
市
町
社
協
が
一
体
的
に
取

組
む｢

ニ
ー
ズ
対
応
型
社
協
活
動
の
推
進
と

そ
の
確
立
に
向
け
た
当
面
の
活
動
方
針｣

に

つ
い
て
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

琴
平
町
公
会
堂
で
の
研
修
会
に
は
小
野
町

社
協
会
長
、
越
智
和
子
事
務
局
長
、
地
域
福

祉
グ
ル
ー
プ
の
金
﨑
隆
一
リ
ー
ダ
ー
の
ほ

か
、
香
川
県
社
協
か
ら
丹
睦
宏
常
務
理
事
兼

事
務
局
長
、
十
河
真
子
地
域
福
祉
課
長
が
出

席
。
事
業
説
明
の
後
に
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
を
重
視
し
た

「
地
域
生
活
総
合
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

　

香
川
県
琴
平
町
は
人
口
９
，
７
５
６
人
、

う
ち
65
歳
以
上
は
３
，
４
９
９
人
、
独
居
高

齢
者
は
５
６
５
人
と
高
齢
化
率
の
高
い
ま
ち

で
す
。

　

国
の
モ
デ
ル
事
業｢

安
心
生
活
創
造
事
業｣

（
平
成
22
年
～
24
年
）
の
取
組
み
か
ら
見
え

て
き
た
の
は
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
福
祉

ニ
ー
ズ
の
把
握
か
ら
対
応
ま
で
の
仕
組
み
づ

福
祉
活
動
（
地
域
福
祉
活
性
化
事
業
）
を
支

え
る
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

度
の
売
上
げ
は
約
５
３
３
万
円
で
す
。

　

販
売
元
の
町
社
協
は
販
路
拡
大
の
た
め
に

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催
し
た
り
、
商
談
会

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
社
会
福
祉
と
は
関
わ
り
の
少
な
か
っ
た

分
野
・
領
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
が
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

視
察
研
修
で
は
、
町
中
心
部
の
商
店
街
の

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
住
民
活
動
の
拠
点

｢

ち
ょ
っ
と
こ
場｣

（
常
時
開
設
サ
ロ
ン
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
議
が
運
営
）、
住
民
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
ど
も
を
守
り
育
て
る

｢

ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ｣

（
長
期
休
暇
中
の
学
童

預
か
り
）、
昨
年
度
新
設
し
た
地
域
福
祉
拠

点｢

楽
集
館｣

も
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
川
県
社
協
が
中
心
と
な
り
、
今

年
３
月
に
ま
と
め
た｢

ニ
ー
ズ
対
応
型
社
協
活

日
平
均
60
人
（
登
録
者
は
約
70
人
）
が
利
用
。

職
員
は
配
食
を
通
じ
て
生
活
課
題
の
発
見
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
の
提
案
か
ら
始
ま
っ
た
葬

儀
供
養
は
、
こ
れ
ま
で
に
12
名
を
送
り
出
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
住
民
が
主
体
的
に
問
題
解
決
に

参
画
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
、
場
づ
く
り
も

活
発
化
し
て
い
ま
す
。
町
中
心
部
の｢

公
会

堂｣

（
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
と
し
て

観
光
施
設
に
位
置
づ
け
）
を
拠
点
と
し
た

｢

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業｣

は
、
３
つ
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
安
心
・
見
守
り
・

防
災
、環
境
の
美
化
、子
育
て
・
次
世
代
支
援
）

に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は

若
い
世
代
の
お
母
さ
ん
達
が
多
く
、
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な｢

公｣

の
創
造
に
向
け
た
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
は
、
既
存
の
組
織
や
活

動
を
見
直
し
な
が
ら
、
行
政
政
策
へ
反
映
さ

せ
た
り
、
ま
た
寄
付
文
化
の
確
立
も
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

「
ガ
ァ
リ
ッ
ク
娘
」
の
収
益
が

地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る

　

町
社
協
の
収
入
源
は
介
護
保
険
事
業
（
※

昨
年
度
の
利
用
者
は
、
訪
問
介
護
は
年
間
延

べ
１
万
１
，
０
０
０
人
、
居
宅
支
援
は
年

間
８
４
３
人
）
の
ほ
か
、
会
費
（
１
世
帯

５
０
０
円
、
そ
の
他
賛
助
会
員
と
特
別
会

員
）、
寄
付
金
（
香
典
返
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
即
売
会
、
お
誕
生
日

募
金
な
ど
）、
共
同
募
金
配
分
金
、
補
助
金

や
受
託
金
な
ど
で
す
。

　

う
ち
、
農
商
工
及
び
学
校
・
団
体
と
連

携
し
た
、
特
産
品
の
に
ん
に
く
を
使
っ
た

｢

ガ
ァ
リ
ッ
ク
娘｣

は
、
住
民
に
よ
る
地
域

く
り
の
構
築
で
し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
の
中
で
要
援
護
者
台
帳
登
録

を
整
備
し
、
ま
た
、
約
１
５
０
名
の
福
祉
委

員
（
約
30
世
帯
か
ら
１
名
を
選
出
し
、
社
協

会
長
が
委
嘱
）
や
自
治
会
長
、
民
生
委
員
が

小
地
域
ご
と
に
地
域
福
祉
懇
談
会
を
開
催
し

な
が
ら
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
を
中
心
と

す
る
福
祉
推
進
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
町
民
の
生
活
を
包
括
的
に
支

援
す
る｢
地
域
生
活
総
合
支
援
サ
ー
ビ
ス｣

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

｢

地
域
生
活
総
合
支
援
サ
ー
ビ
ス｣

は
成

年
後
見
制
度
の
活
用
、在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

安
否
確
認
、
相
談
、
入
退
院
支
援
、
身
寄
り

の
な
い
方
の
葬
儀
供
養
、
金
銭
管
理
な
ど
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
の
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
サ
ー

ビ
ス
は
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
電
話
相

談
で
受
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
自
立
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
必
要
に
応
じ
て
フ
ォ
ー

マ
ル
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
組
み

合
わ
せ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
う
ち
、
調
理

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
調
理
し
、
職
員
が
配

達
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
週
５
日
（
昼
食
・

夕
食
・
お
か
ず
の
み
も
配
食
）
実
施
し
、
一
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県内オール社協で
福祉の生活課題の解決に取組む

社協活動をめざして香 川 型

研修会のようす（上）と会場となった ｢公会堂｣ 前で香川県社協
・琴平町社協職員と視察参加者

「ガァリック娘」のシステム
　琴平町はにんにく生産量が香川
県で第一位です。地域特産品マッ
チング事業（県）として、ＪＡ、
にんにく生産農家、商工会、観光
協会、それに福祉、教育が連携し
た ｢ガァリック娘｣ の売上げは、
地域福祉活動に使われています。

　

越
智
事
務
局
長
は｢

社
協
は
住
民
と
行
政

を
つ
な
ぎ
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
最
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
広
く
住
民
の

力
を
借
り
な
が
ら
、
ま
た
県
社
協
の
方
向
性

と
連
動
し
な
が
ら
、
と
に
か
く
今
だ
か
ら
こ

そ
や
ら
な
け
れ
ば
と
覚
悟
し
て
取
組
ん
で
い

ま
す｣

と
話
し
ま
し
た
。

　

県
社
協
の
丹
常
務
理
事
は｢

香
川
型
ス
タ

イ
ル
で
実
効
性
の
高
い
も
の
か
ら
進
め
、
来

年
度
か
ら
目
に
見
え
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。
い
い
事
例
が
あ
れ
ば
各
社
協
と

共
有
し
な
が
ら
進
め
た
い
。
県
全
体
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
政
策
提
言
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

動
の
推
進
と
そ
の
組
織
体
制
の
確
立
に
向
け

た
当
面
の
活
動
方
針｣

検
討
会
の
取
組
み
概

要
に
つ
い
て
、
丹
睦
宏
常
務
理
事
と
十
河
真

子
地
域
福
祉
課
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
で
は
▽
ニ
ー
ズ
対
応
型
社
協
の

取
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
▽
葬
儀
供
養
や
死
後
事

務
等
▽
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
▽

特
産
品
の
開
発
と
販
路
▽
香
川
型
社
協
の
当

面
の
活
動
方
針
な
ど
を
中
心
に
話
し
合
い
が

持
た
れ
ま
し
た
。

　

琴
平
町
社
協
で
は
今
年
度
の
重
点
目
標
に

①
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
た
め
の
法
人
経

営
の
安
定
化
と
人
材
確
保
②
拠
点
整
備
③
地

域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

当
面
の
活
動
方
針
と
方
策

　

香
川
県
社
協
と
香
川
県
内
社
会

福
祉
協
議
会
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

県
内
社
協
連
絡
会
）
は
、
全
社
協

の｢

社
協
・
生
活
支
援
活
動
方
針｣

（
平
成
24
年
度
10
月
制
定
）
な
ど
を

踏
ま
え
て
、平
成
25
年
度
に｢

ニ
ー

ズ
対
応
型
社
協
活
動
の
あ
り
方
と

組
織
体
制
検
討
会｣

を
設
置
。
今

年
３
月
に
当
面
の
活
動
の
方
針
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

ニ
ー
ズ
対
応
型
社
協
に
な
る
た

め
の
視
点
と
当
面
の
活
動
方
針･

方
策
（
社
協
が
め
ざ
す
べ
き
と
こ

ろ
）
に
は
①
専
門
多
職
種
連
携
に

お
け
る
社
協
職
員
の
役
割
と
は
何

か
②
地
域
貢
献
事
業
に
取
組
む
社

会
福
祉
法
人
と
社
協
と
が
ど
う
関

わ
る
か
③
生
活
困
窮
者
の
発
見
・

つ
な
が
り
・
支
援
に
お
け
る
社
協

職
員
の
業
務
と
は
何
か
④
成
年
後

見
制
度
と
社
協
の
役
割
と
は
何
か

⑤
地
域
に
お
け
る
新
た
な
支
え
合

い
と
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
社

協
の
役
割
と
は
何
か
、
の
５
項
目

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
協
に
求
め
ら
れ
る
理

念
（
役
割
）
は
、
地
域
の
中
で
個

別
支
援
と
地
域
支
援
を
一
体
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、
社
協
に

求
め
ら
れ
る
機
能
に
①
ニ
ー
ズ

キ
ャ
ッ
チ
・
対
応
（
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
）
機
能
②
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機

能
③
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
④

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
⑤
ソ
ー
シ
ャ

ル
ア
ク
シ
ョ
ン
機
能
（
サ
ー
ビ
ス

開
発
等
）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
協
の
め
ざ
す
べ
き

機
能
等
を
踏
ま
え
て
、
17
市
町

社
協
が
連
携
・
協
働
し
て
取
組

む
当
面
の
方
向
性
に
は
①
総
合
相

談
機
能
と
地
域
で
の
支
援
体
制
の

強
化
②
社
協
と
し
て
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
機
能
の
強
化
③
行
政
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
地
域
福

祉
計
画･

地
域
福
祉
活
動
計
画
の

見
直
し
等
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
３
つ
の
活
動
方
針

を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
町
社
協

が
取
組
む
具
体
的
方
策
に
は
▽
調

査
活
動
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
等
の
充
実
▽
社
協

の
見
え
る
化
の
推
進
な
ど
８
項
目

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

17
市
町
社
協
と
県
社
協
が
結
集　

　

県
社
協
が
当
面
取
組
む
項
目
に

は
①
各
市
町
社
協
の
基
礎
的
な

デ
ー
タ
の
集
約
と
社
会
福
祉
法
人

の
取
組
み
等
の
情
報
を
発
信
す
る

②
困
難
事
例
に
対
し
て
県
社
協
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
専
門

的
な
対
応
を
行
う
③
地
域
福
祉
を

支
え
る
人
材
を
確
保
し
育
成
す
る

④
県
内
全
域
の
福
祉
関
係
者
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
⑤
新
た

に
福
祉
活
動
等
に
対
す
る
取
組
み

の
事
業
の
モ
デ
ル
化
・
広
域
化
を

提
案
す
る
、
そ
し
て
、
①
か
ら
⑤

を
達
成
す
る
た
め
の
職
員
の
専
門

性
の
確
保
と
、
組
織
体
制
の
確
立

の
６
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

は
《
私
た
ち
は
社
協
全
体
の
底
上

げ
を
め
ざ
し
つ
つ
、
県
内
オ
ー
ル

社
協
で
、
む
し
ろ
も
っ
と
強
い
つ

な
が
り
で
あ
る
社
協
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
（
同
盟
）
で
、
17
市
町
社
協
と

県
社
協
が
そ
の
力
を
結
集
し
、
連

携
・
協
働
し
て
地
域
の
あ
ら
ゆ
る

福
祉
課
題
・
生
活
課
題
の
解
決
に

向
け
、
全
組
織
を
あ
げ
て
全
力
で

取
組
み
、
香
川
型
の
社
協
活
動
を

展
開
し
、
発
信
し
て
い
く
》
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
姿
と
し
て
は
▽

社
協
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
り
、
市

町
の
圏
域
を
超
え
て
広
域
的
な
事

業
に
協
働
で
取
組
み
、
よ
り
強
い

つ
な
が
り
の
中
で
地
域
福
祉
の
推

進
と
い
う
社
協
の
使
命
を
果
た
し

て
い
く
▽
そ
の
た
め
に
は
理
論
と

実
践
を
兼
ね
備
え
た
地
域
福
祉
の

専
門
職（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）

と
な
る
、
と
し
て
い
ま
す
。


	パートナー9月号 8
	パートナー9月号 9

